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北海道における幼児の肥満および生活習慣と家庭・近隣環境との関連
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目的 本研究は，北海道における幼児の肥満および生活習慣と家庭・近隣環境との関連について明

らかにし，北海道の環境特性を踏まえた幼児肥満対策への示唆を得ることを目的とした。

方法 北海道に居住する 3 歳から 6 歳までの未就学児1,786人の保護者に，無記名自記式質問紙調

査を実施した。児の身長および体重の値，属性，家庭・近隣環境，生活習慣を尋ね，年齢別性

別 BMI カットオフ値以上を肥満とした。各変数と肥満との関連，家庭・近隣環境と生活習慣

との関連について，それぞれ x2 検定を行った。

結果 有効回答950人（有効回答率53.2）のうち，肥満児9.8，睡眠時間が10時間未満の児

50.9，朝食欠食ありの児3.2，間食時間が決まっていない児28.3，テレビ視聴が 2 時間以

上の児20.1，ゲーム時間が 1 時間以上の児10.6，体を動かす時間が 1 時間未満の児68.8

であった。x2 検定の結果，肥満と関連がみられたのは遊び場の有無（P＜0.05），睡眠時間（P
＜0.01），ゲーム時間（P＜0.05）であった。家庭・近隣環境と生活習慣との関連では，母親の

就労が，間食時間（P＜0.05），体を動かす時間（P＜0.001），睡眠時間（P＜0.001）に有意に

関連していた。また，居住地域，遊び場の有無，一緒に遊ぶ友達が，体を動かす時間（P＜

0.01），睡眠時間（P＜0.001，P＜0.01）に有意に関連していた。

結論 幼児肥満の予防には，健康的な生活習慣の確立が重要である。本研究より，幼児の生活習慣

に家庭・近隣環境が関連することが明らかになった。幼児肥満対策においては，個人や家族へ

の支援に加え，地域の資源を活用した遊び場環境の整備など，地域の環境特性を踏まえた支援

が重要であることが示唆された。
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 緒 言

日本の 5～17歳児における肥満傾向児の割合は，

30～40年前に比べ 2 倍程度増加しており，北海道は

他の都府県に比べ肥満傾向児が多い傾向にある1)。

また，北海道は成人のメタボリックシンドローム該

当者も多い2)。小児期の肥満は，その多くが成人肥

満へと移行し，糖尿病や心疾患などの非感染性疾患

（Non-Communicable Diseases）の発症リスクを高め

る3)。また，肥満度が50以上である高度肥満児で

は，高血圧や脂質異常などの生活習慣病に罹患する

リスクが高い4)ことから，予防と早期発見・早期治

療が重要である。とくに，幼児期の体型変化が学童

期以降の肥満の進行に深く関係する5)ため，幼児期

から健全な生活習慣を獲得し，適正体重を維持する

ことが，将来にわたり健康的な生活を送るために重

要である。国も，健康日本21（第二次）において，

子どもの頃からの健全な生活習慣の獲得と適正体重

児の増加を目標に掲げているが，最終評価では肥満

傾向児の数が改善不十分であり，継続した取り組み

が求められている6)。

小児肥満の発症には，遺伝・生活習慣・環境の 3

つの要因が関与しており，幼児期は環境の影響を大

きく受ける時期とされている7)。生活習慣について

は，すでに多くの先行研究より，睡眠時間や運動習

慣，食習慣などと小児肥満との関連が明らかにされ

ている4,8～10)。また，外遊び時間やテレビの視聴時

間などの生活習慣は，家族構成や母親の就業状況な

ど，家庭環境の影響を受けることが指摘されてい

る11)。さらに，海外では，近隣環境が子どもの身体

活動や肥満に関連することが示されている。公園や
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利用できる遊び場の数が多いこと12,13)，最寄りの遊

び場までの距離が近いこと13)と子どもの活発な身体

活動との間に正の相関があること，保護者が近隣の

安全性を心配と認識している場合子どもの肥満が多

いこと14)などが明らかにされている。日本において

も，近隣の安全性や公共交通機関の利用しやすさ

が，幼児の中高度身体活動（MVPA: moderate to

vigorous physical activity）時間に関連する15)ことが

報告されている。

このように，家庭および近隣環境は，生活習慣を

介して子どもの肥満発症に影響を与えていることが

考えられる。とくに北海道は，多くの地域が人口規

模の小さい農村地域である。そのため，近くに公園

等の遊び場がない，同年代の友人がいないなど近隣

環境の特性があることが考えられる。また，第一次

産業従事者が多いことから，家族構成や母親の就労

状況などの家庭環境にも特徴があると考える。しか

し，北海道において，幼児の生活習慣や肥満に家

庭・近隣環境が与える影響については十分な検討が

されていない。

そこで本研究は，北海道における幼児の肥満およ

び生活習慣と家庭・近隣環境との関連について明ら

かにし，北海道の環境特性を踏まえた幼児肥満対策

への示唆を得ることを目的とした。

 方 法

. 研究デザイン

本研究は，無記名自記式質問紙調査による横断研

究である。

. 対象者の選定

研究対象者は，北海道に居住する 3 歳から 6 歳ま

での未就学児とした。居住地域の規模および産業の

偏りを防ぎ，かつ対象となる児の人数確保のため，

政令指定都市 1 市，中核市 2 市の他，第一次産業従

事者割合20以上かつ人口約5,000人以上の自治体

を各振興局から選定した。次に，選定した 3 市15町

の行政ホームページ掲載の保育施設一覧から，児の

人数確保が見込める21施設を選択し，研究協力を依

頼した。承諾の得られた13市町17の保育機関（認定

こども園 5 か所，幼稚園 5 か所，保育園 7 か所）へ

通う児を対象とした。

. データ収集方法

無記名自記式質問紙調査を2014年 6 月から 7 月に

実施した。調査票は，各保育機関を通じて保護者へ

配布し，おおよそ10日以内に，封をした状態で各保

育機関に設置した回収箱への投函または担任への提

出により回収した。ただし，保育機関での回収が困

難だった 1 施設については，個別郵送により回収し

た。

. 調査項目

「平成22年度幼児健康度調査｣16)および北海道が実

施した「幼児の生活習慣等に関する実態調査｣17)，

先行研究12,18)を参考に項目を選定した。

1) 幼児の属性

幼児の性別および年齢を尋ねた。

2) 家庭環境

同居家族および母親の職業を尋ねた。

3) 近隣環境

居住地域，自宅周辺にある遊び場（公園，グラウ

ンド，空き地や野原，体育館，家の庭や敷地内，近

くにはない，その他），最もよく行く遊び場までの

距離（歩いて行ける，自転車で行ける，車やバスで

移動する），一緒に遊ぶ友達（1～2 人いる，3 人以

上いる，近くにいない，いるが遊ばない）を尋ねた。

4) 生活習慣

睡眠時間，朝食摂取，間食の時間，テレビの視聴

時間，ゲームで遊ぶ時間，体を動かして遊ぶ時間

（平日帰宅後）を尋ねた。睡眠時間については，起

床時刻と就寝時刻の記載から研究者が算出し，昼寝

時間は含んでいない。朝食摂取については，「ほぼ

毎日食べる」「週に 4，5 日食べる」「週に 2，3 日食

べる」「ほとんど食べない」，間食の時間について

は，「決まっている」「大体決まっている」「あまり

決まっていない」「決まっていない」の 4 件法で回

答を得た。その他の項目については，「ほとんどし

ない」「30分～1 時間未満」「1 時間～2 時間未満」

「2 時間以上」の 4 件法で回答を得た。

5) 幼児の身長と体重

幼児の身長と体重について，直近の測定値を尋ね

た。

. 分析方法

1) 肥満の判定

身長と体重から BMI（kg/m2）を算出し，Kato19)

が作成した日本人小児の年齢別性別 BMI カットオ

フ値（男児87パーセンタイル，女児90パーセンタイ

ル）以上を肥満と判定した。

2) 調査項目の区分

幼児の属性として，年齢を 3 歳・4 歳・5～6 歳に

区分した。家庭環境では，同居家族の回答から，家

族構成を核家族・3 世代家族，兄弟の有無をいな

い・いる，母親の就労を就労あり・なしに区分し

た。近隣環境では，居住地域を都市地域（政令指定

都市，中核市）と農村地域（町）に区分した。また，

自宅周辺にある遊び場の回答から，遊び場の有無

（遊び場が 1 つ以上ある「近くにある」群・近くに

ないまたは家の庭や敷地内のみである「近くにない」
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群に区分）と，遊び場の数（2 か所以上・0～1 か所

に区分）を分析に用いた。遊び場までの距離は，徒

歩圏内・圏外に区分した。一緒に遊ぶ友達は，近く

にいる（1～2 人または 3 人以上いる）と近くにい

ない（近くにはいないまたはいるが遊ばない）に区

分した。生活習慣については，文部科学省20)および

日本小児科医会21)の指針を参考に，睡眠時間は10時

間未満・以上，テレビの視聴時間は 2 時間未満・以

上，ゲームで遊ぶ時間と体を動かして遊ぶ時間は 1

時間未満・以上に区分した。朝食摂取については毎

日摂取（ほぼ毎日食べる）・欠食あり（それ以外），

間食の時間については決まっている・決まっていな

いに区分した。

3) 統計解析

度数分布表で全体の傾向を確認した後，家庭・近

隣環境および生活習慣と肥満との関連，家庭・近隣

環境と生活習慣との関連について，x2 検定を行っ

た。検定には，IBM SPSS Statistics27.0 を用い，有

意水準は 5とした。

加えて，対象者の居住地域別特徴を示した。

. 倫理的配慮

調査票は無記名とし，配布時に説明文を添付し，

研究目的・意義，研究参加の自由，匿名性の保持，

収集したデータは適正に管理することを書面により

説明した。研究への同意は調査票の提出をもって得

た。本研究は，天使大学研究倫理委員会の承諾を得

て実施した（承認番号201401，承認日2014年

5 月 8 日）。

 研 究 結 果

配布数1,786人に対し回収数は1,026人（回収率

57.4）であった。身長または体重値の記載がない

ものと分析項目の欠損が多いものを除いた有効回答

数は950人（配布数に対する有効回答率53.2）で

あった。

. 幼児の属性，家庭・近隣環境，生活習慣と肥

満との関連（表 1）

分析対象者のうち，肥満児は93人（9.8）であっ

た。

幼児の属性は，男児481人（50.6），3 歳児246

人（25.9），4 歳児325人（34.2），5～6 歳児379

人（39.9）であった。家庭環境については，3 世

代家族が182人（19.2），兄弟がいる児が740人

（77.9），母親が就労している児が517人（54.8）

であった。近隣環境では，農村地域に居住している

児が422人（44.4），遊び場が近くにない児が135

人（14.2），遊び場が 0～1 か所である児が349人

（36.7），遊び場までの距離が徒歩圏外の児が156

人（16.4），一緒に遊ぶ友達が近くにいない児が

466（49.1）であった。

生活習慣については，睡眠時間10時間未満の児が

484人（50.9），朝食欠食ありの児が30人（3.2），

間食の時間が決まっていない児が267人（28.3）

であった。また，テレビを 2 時間以上視聴する児は

191人（20.1），ゲームで 1 時間以上遊ぶ児は101

人（10.6），体を動かして遊ぶ時間が 1 時間未満

の児は654人（68.8）であった。

x2 検定において肥満との関連がみられたのは，

性別，年齢，遊び場の有無，睡眠時間，ゲームで遊

ぶ時間であった。男児，3 歳児，遊び場が近くにな

い児，睡眠時間が10時間未満の児，1 時間以上ゲー

ムで遊ぶ児において肥満の割合が高い傾向がみられ

た。

. 家庭・近隣環境と生活習慣との関連（表 2）

睡眠時間については，家族構成，母親の就労，居

住地域，遊び場の有無，一緒に遊ぶ友達との関連が

認められた。3 世代家族，母親の就労あり，農村地

域に居住している，遊び場が近くにない，一緒に遊

ぶ友達が近くにいない児において，睡眠時間が10時

間未満の割合が高い傾向がみられた。

朝食摂取については，兄弟の有無との関連が認め

られ，兄弟がいない児で欠食ありの割合が高い傾向

がみられた。

間食の時間については，母親の就労，居住地域，

遊び場までの距離との関連が認められた。母親の就

労あり，農村地域に居住している，遊び場が徒歩圏

外である児において，間食の時間が決まっていない

割合が高い傾向がみられた。

テレビの視聴時間は遊び場の有無との関連が認め

られ，遊び場が近くにない児でテレビを 2 時間以上

視聴する割合が高い傾向がみられた。ゲームで遊ぶ

時間については，性別，年齢，兄弟の有無との関連

が認められた。男児，5～6 歳児，兄弟がいる児に

おいて，1 時間以上ゲームで遊ぶ割合が高い傾向が

みられた。

体を動かして遊ぶ時間については，母親の就労，

居住地域，遊び場の有無，遊び場の数，一緒に遊ぶ

友達との関連が認められた。母親の就労あり，農村

地域に居住している，遊び場が近くにない，遊び場

が 0～1 か所，一緒に遊ぶ友達が近くにいない児に

おいて，体を動かして遊ぶ時間が 1 時間未満の割合

が高い傾向がみられた。

. 対象者の居住地域別特徴（表 3）

表 3 より，肥満ありの割合は，都市地域で6.3～

15.9，農村地域で2.9～17.1と幅がみられた。家

庭環境として，都市地域は，3 世代家族割合が7.3
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表 幼児の属性，家庭・近隣環境，生活習慣と肥満との関連

N＝950

全 体
肥満あり

n＝93(9.8) P 値

n  n 

幼児の属性 性別 男 481 50.6 58 12.1 0.023

女 469 49.4 35 7.5

年齢 3 歳 246 25.9 35 14.2 0.016

4 歳 325 34.2 23 7.1

5～6 歳 379 39.9 35 9.2

家庭環境 家族構成 核家族 768 80.8 75 9.8 1.000

3 世代家族 182 19.2 18 9.9

兄弟の有無 いない 210 22.1 19 9.0 0.781

いる 740 77.9 74 10.0

母親の就労（n＝943） 就労あり 517 54.8 55 10.6 0.441

就労なし 426 45.2 38 8.9

近隣環境 居住地域 都市地域 528 55.6 53 10.0 0.858

農村地域 422 44.4 40 9.5

遊び場の有無 近くにある 815 85.8 73 9.0 0.049

近くにない 135 14.2 20 14.8

遊び場の数 2 か所以上 601 63.3 57 9.5 0.762

0～1 か所 349 36.7 36 10.3

遊び場までの距離 徒歩圏内 794 83.6 74 9.3 0.341

徒歩圏外 156 16.4 19 12.2

一緒に遊ぶ友達 近くにいる 484 50.9 45 9.3 0.681

近くにいない 466 49.1 48 10.3

生活習慣 睡眠時間 10時間未満 484 50.9 61 12.6 0.004

10時間以上 466 49.1 32 6.9

朝食摂取 毎日摂取 920 96.8 90 9.8 1.000a

欠食あり 30 3.2 3 10.0

間食の時間（n＝945） 決まっている 678 71.7 68 10.0 0.851

決まっていない 267 28.3 25 9.4

テレビの視聴時間 2 時間未満 759 79.9 72 9.5 0.623

2 時間以上 191 20.1 21 11.0

ゲームで遊ぶ時間 1 時間未満 849 89.4 76 9.0 0.019

1 時間以上 101 10.6 17 16.8

体を動かして遊ぶ時間 1 時間未満 654 68.8 64 9.8 1.000

1 時間以上 296 31.2 29 9.8

注）幼児の属性・家庭環境・近隣環境・生活習慣と肥満との関連x2 検定，aFisher の直接法
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～19.9，母親の就労割合が29.2～55.3であった

のに対し，農村地域では，10町のうち各 8 町が，3

世代家族割合20以上，母親の就労割合60以上で

あった。近隣環境として，遊び場が近くにない割合

は，都市地域で2.5～6.0，農村地域で10.2～

52.9，友達が近くにいない割合は，都市地域で

45.0～56.3，農村地域で29.4～54.3であった。
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表 対象者の居住地域別特徴

居住地域 自治体
人口概数
（人)

第一次産業
従事者割合

（)

分析
対象者
（人)

肥満
あり

（)

3 世代
家族

（)

母就労
あり

（)

遊び場近
くにない
（)

友達近く
にいない
（)

都市 政令指定都市 A 1,910,000 0.4 240 6.3 7.5 29.2 2.5 45.0

中核市 B 340,000 2.7 137 10.2 7.3 51.5 5.8 56.2

C 280,000 3.6 151 15.9 19.9 55.3 6.0 56.3

農村 町（地域区分)

道央 D 5,000 38.4 51 5.9 27.5 62.7 19.6 47.1

E 5,000 48.6 40 10.0 27.5 95.0 37.5 40.0

F 6,000 41.1 34 2.9 29.4 52.9 17.6 44.1

道北 G 9,000 23.9 24 12.5 41.7 100.0 29.2 45.8

H 8,000 21.1 70 10.0 41.4 67.6 32.9 54.3

道東 I 5,000 39.9 34 2.9 32.4 54.5 52.9 29.4

J 6,000 43.5 35 17.1 11.4 60.0 22.9 54.3

K 6,000 50.8 88 10.2 29.5 63.6 10.2 45.5

L 16,000 40.3 25 12.0 20.0 88.0 48.0 48.0

M 6,000 44.0 21 14.3 19.0 100.0 19.0 52.4

合計値 950 9.8 19.2 54.8 14.2 49.1

注）自治体の人口概数（人）および第一次産業従事者割合（）は，調査時点のものである。
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 考 察

. 対象集団の特徴

本研究の対象は，都市地域・農村地域の居住割合

はほぼ同等であったが，農村については道南エリア

の児が含まれておらず，若干の偏りが生じた。3 世

代家族の割合が19.2と，6 歳未満の子どもがいる

世帯の全国値および北海道の値22)に比べ高かった。

この背景には，本研究対象の半数が農村地域に居住

し，その大半が第一次産業従事者割合40以上の町

であったことの影響が考えられる。佐藤23)も，農村

地域の長期追跡研究より，過去30年間で減少してい

るものの，依然として農村地域では 3 割以上が三世

代世帯であると述べている。

近隣環境については，遊び場が近くにない児が約

15，友達が近くにいない児が約半数みられた。都

市に対し農村地域に居住する児で割合が高い傾向

だったことから，とくに農村地域において，近くに

遊び場がない児や同年代の友達がいない児が多かっ

たと推察する。

. 幼児肥満と関連する家庭・近隣環境および生

活習慣

本研究における肥満児割合は9.8であり，学校

保健統計調査1)の 5 歳児の全国値3.7，北海道

4.6に比べ高かった。しかし，学校保健統計調査

は肥満度で肥満を判定しているため，単純比較には

注意が必要である。本研究同様 BMI を肥満判定に

用い，東北地方の幼児を対象に行った研究8)結果と

は同等の肥満児割合であった。

本研究では，環境要因として近隣に遊び場がない

児，生活習慣要因として睡眠時間が短い児，ゲーム

時間が長い児において，肥満が多い傾向がみられ

た。睡眠時間が短いこと8～10)，テレビやゲーム時間

が長いこと4,8,9)が小児肥満に関連することはすでに

明らかにされており，本研究結果も一致する。遊び

場の有無と肥満との関連については，明確に示され

ている研究はみあたらない。本研究では遊び場の有

無と体を動かす時間や睡眠時間に関連がみられたこ

とから，遊び場の有無が生活習慣に影響し，間接的

に肥満に関連した可能性も考えられるが，関連の有

無については明らかにできていない。

また，過去に北海道の一部地域を対象に行った研

究では，都市に比べ農村地域で肥満児が多いことが

示されている24)が，本研究では居住地域と肥満との

関連は認められなかった。この背景として，本研究

では人口規模を基準に居住地域を都市と農村に区分
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したが，同じ区分内でも自治体によって肥満児割合

に大きな幅があったことから，人口規模ではない各

地域の特性が複雑に関連し，幼児肥満に影響を与え

ていることが考えられる。そのため，地域の慣習や

産業形態などを含めた居住地域の特性と幼児肥満お

よび生活習慣との関連について，今後さらに詳細な

実態把握が必要だと考える。

. 幼児の生活習慣と関連する家庭・近隣環境

本研究では，生活習慣として，睡眠時間が短いこ

と，ゲーム時間が長いことが肥満に関連していた。

睡眠時間については，母親が就労している児にお

いて短い傾向がみられた。泉ら25)は，母親の就労の

ある日は，母子ともに帰宅後の生活時間が遅く，朝

の生活時間が早いことを明らかにしている。同様

に，母親が常勤の仕事をしている子どもは，睡眠時

間が短い傾向にあることが示されており26)，本研究

結果も一致する。

また，近隣環境として，遊び場が近くにない児，

一緒に遊ぶ友達が近くにいない児において，体を動

かす時間が短く，睡眠時間も短い傾向がみられた。

遊び場と身体活動との関連については，より多くの

遊び場を利用している児ほど活発な身体活動をして

いること12)が報告されている。また，渡辺ら18)は一

緒に遊ぶ友達がいない幼児は，外遊び時間が短く，

テレビ等視聴時間が長いことを示している。このよ

うに，遊び場が近くにない児や友達が近くにいない

児の場合，外遊び時間が短くなり，その結果睡眠時

間も短くなっていることが推察される。

さらに，本研究では，農村地域に居住している児

において，睡眠時間が短い傾向がみられた。関根

ら26)も，富山県の子どもにおいて，「市」に比べ

「町」に住んでいる児は，テレビの視聴時間が長く

睡眠時間が短い傾向があることを示している。本研

究では，農村地域において遊び場が近くにない児や

友達が近くにいない児が多く，母親が就労している

割合が高かった。農村地域では，母親が第一次産業

に従事している場合が多く，子どもが幼い頃から就

労している状況が予測される。このように，居住地

域による家庭・近隣環境の違いが，幼児の生活習慣

に影響を与えている可能性が考えられるため，地域

の環境特性を踏まえた支援が重要である。

ゲーム時間については，家庭環境と関連していた

が，近隣環境との関連はみられなかった。この背景

として，本研究の対象は幼児であり，1 時間以上

ゲームで遊ぶ児が少なかったことによる影響が考え

られる。しかし，年齢が上がるにつれ 1 時間以上遊

ぶ児の割合が高くなっていることに加え，遊び場の

有無とテレビの視聴時間に関連がみられたことか

ら，学童期以降の児においては，遊び場の有無など

の環境要因がゲーム時間に影響を及ぼす可能性が考

えられる。

. 北海道の環境特性を踏まえた幼児肥満対策へ

の示唆

幼児肥満を予防するためには，健康的な生活習慣

の確立が重要である。文部科学省20)によると，幼児

は遊びを中心に 1 日60分以上体を動かすことが推奨

されている。また，メディアへ接触する総時間を 1

日 2 時間まで，テレビゲームは 1 日30分までを目安

に制限するよう提言されている21)。これらの目標達

成へ向け，家庭環境や近隣環境の特性に応じた支援

が求められる。

本研究の居住地域別特徴より，北海道では，都市

を除いた多くの町において，母親が就労している割

合が高く，近くに整備された遊び場がないことが示

された。遊び場については，必ずしも整備された場

所である必要はなく，自宅の敷地内や近くの空き地

などでも体を動かして遊ぶことが可能だと思われる

が，幼児の場合，一緒に遊んでくれる大人の存在が

必要である。しかし，両親が働いている児の場合

は，遊びに付き合う時間が限られることが考えら

れ，第一次産業の家庭では時間の確保がより難しい

実情がうかがえる。

近年，都心では外遊び推進員というボランティア

を活用し，公共施設で子どもの遊びの手伝いをした

り，外遊びの大切さを伝える取り組みを行っている

自治体もある27)。このように，地域住民を巻き込ん

だ遊び場の見守り体制構築や，子育て支援センター

等の既存施設を活用した屋内の遊び場整備，家庭と

保育施設との連携による身体活動の促進など，地域

の人的・物的資源を活用した遊び場環境の整備が重

要である。幼児を中心に，地域の環境特性を踏まえ

た肥満対策を行うことは，地域全体の健康度向上に

もつながると考える。

. 研究の限界と意義

1 つ目に，本研究は横断研究であるため，因果関

係について言及することはできない。2 つ目に，道

内すべての市町村および保育機関を対象にはしてお

らず，一般化には注意が必要である。3 つ目に，収

集されたデータについて，調査票は保護者が記入し

ているため，幼児の身長・体重が，実測値と異なる

可能性は否めない。また，夏期に実施した調査であ

るため，冬期の状況を反映できていない可能性があ

る。今後は，近隣環境項目や身体活動時間について

客観的指標によるデータ収集を行い，食習慣や地域

の慣習などを含めたより詳細な検討が必要である。

これらの限界はあるものの，本研究で，北海道に
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おける幼児の肥満および生活習慣と家庭・近隣環境

との関連を明らかにしたことは，幼児肥満の予防に

おいて，地域の環境特性に応じた支援に関する基礎

的な知見をもたらした点で意義があるといえる。

 結 語

本研究は，北海道における幼児の肥満および生活

習慣と家庭・近隣環境との関連について明らかにす

ることを目的に調査した。その結果，肥満に関連し

ていたのは，遊び場の有無，睡眠時間，ゲーム時間

であった。生活習慣については，母親が就労してい

る児で，間食の時間が決まっておらず，体を動かす

時間が短く，睡眠時間が短い傾向，兄弟がいる児で

ゲーム時間が長い傾向がみられた。また，農村地域

に居住している児，遊び場が近くにない児，一緒に

遊ぶ友達が近くにいない児において，体を動かす時

間が短く，睡眠時間が短い傾向がみられた。

幼児肥満対策においては，個人や家族への支援に

加え，地域の資源を活用した遊び場環境の整備な

ど，地域の環境特性を踏まえた支援が重要である。

本研究を行うにあたり，調査にご協力いただきました

保護者の皆様，各保育機関の皆様に深く感謝いたします。

本研究に開示すべき COI 状態はない。
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